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研究成果の概要（和文）：日・英・米のグローバル・ヒストリー研究者の研究方法論を分析し，グローバル・ヒストリ
ーの研究論には「スープラ・ナショナル（supra-national）」「トランス・ナショナル（trans-national）」「マルチ
・ナショナル（multi-national）」といった三つのタイプがあることを明らかにした。そして，それぞれの研究論を背
景にしたカリキュラムおよび授業を米・英で実際に収集することに成功し，各タイプに見られる歴史教育の構成原理や
課題を明らかにした。そのうち特に，「トランス・ナショナル」と「マルチ・ナショナル」な歴史学習については，論
文および学会発表で成果を公開することができた。

研究成果の概要（英文）：We have analyzed the researching methodology used by those researchers of Global H
istory in Japan, the U.S. and England, and revealed that there are three types of the methodology; supra-n
ational, trans-national and multi-national. We have collected the curricula and the recorded videos on the
 class activities which are based on each of the methodology in the U.S. and England. Then we have made it
 clear that the education on the history in each type have some problems and the characteristic principles
.
We published the results in our presentation in the conferences and the papers, especially about the type 
of trans-national and multi-national.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
平成 20 年１月の中央教育審議会答申「幼稚
園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援
学校の学習指導要領等の改善について」にお
いては，「地理歴史に関する総合的な科目の
設置については，具体的な教育内容の在り方
等について今後更に検討する必要がある」と
明記されている。これは，平成 18 年の世界
史未履修問題等を契機に，中教審において地
理歴史科の必履修科目を何にするかについ
ての議論が紛糾したことが背景になってい
る。これについては，平成 20 年６月の日本
学術会議の公開シンポジウム「高校教育にお
ける時間と空間認識の統合―世界史未履修
問題をどう解決するか―」でも議論され，地
理歴史科の各科目の現状報告や地理歴史科
総合科目の設置などの提案がなされ，まとめ
として今後の積極的な検討の必要性が強調
された。しかし，研究開始当初，この問題に
ついては，現状を具体的に打開できるような
提案はなされていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究では，現行の高校地理歴史科におけ
る世界史の教育内容がグローバル化の著し
い現在の状況に対応していないことが，地理
歴史科における履修問題や総合科目の設置
の困難さの根本的な原因になっているとい
う問題意識から，近年，歴史学の分野で研究
が進展しているグローバル・ヒストリーに着
目する。現在の地理歴史科の必修科目である
「世界史」はナショナルな枠組みを基盤とし
ているが，21世紀になり，急速なグローバル
化が進展する世界に生きていかねばならな
い生徒たちには，それに応じた新しい世界の
とらえ方も求められていよう。グローバル・
ヒストリーに着目することは，世界の歴史を
民族や国家に視点を置いて語るだけでなく，
それを越える地球的視点から語ることを可
能にするはずである。 
そこで，世界史学習をグローバル・ヒスト
リー学習に転換する視点，そして地理歴史科
の構成科目である世界史・日本史・地理をグ
ローバル・ヒストリーの視点から統合する可
能性について本研究では具体的に検討する。
グローバルな視点から捉えれば，日本も世界
も別個のものとして扱うことは出来ず，柔軟
に時間的位置（歴史）と空間的位置（地理）
を設定して学習を展開することも可能にな
るからである。 
 
３．研究の方法 
(1)日・英・米のグローバル・ヒストリー研
究の方法論を整理する。具体的には，前
述した研究者のグローバル・ヒストリー
の方法論を整理し，歴史教育に導入する
手法を明らかにする。 
 
(2)明らかにした手法をもとに，日・英・米
の歴史カリキュラム等を分析し，歴史教

育カリキュラム及び授業の課題を明らか
にする。 
 
(3)具体的なグローバル・ヒストリーのカリ
キュラムおよび授業への導入の視点を整
理する。 
 
４．研究成果 
日・英・米のグローバル・ヒストリー研究
者の研究方法論を分析し，グローバル・ヒス
トリーの研究論には「スープラ・ナショナル
（supra-national）」「トランス・ナショナル
（trans-national）」「マルチ・ナショナル
（multi-national）」といった三つのタイプ
があることを明らかにすることができた。そ
して，それぞれの研究論を背景にしたカリキ
ュラムおよび授業を米・英で実際に収集する
ことに成功し，各タイプに見られる歴史教育
の構成原理や課題を明らかにすることがで
きた。そのうち特に，「トランス・ナショナ
ル」「マルチ・ナショナル」のタイプの歴史
学習については，論文および学会発表で公開
することができた。 
今後は，具体的なグローバル・ヒストリー
のカリキュラムモデルと授業モデルの作成
について研究を深め，成果を公表したい。な
お，グローバル・ヒストリーの三つのタイプ
の特徴は以下のように整理できる。 
 
(1)「スープラ・ナショナル」タイプ 
グローバル・ヒストリー研究のさきがけと
なったのは，スタブリアーノス（L. S. 
Stavrianos）である。彼は「月からの眺望」
を唱えて，今日の「地球村（global village）」
もしくは「地球共同体（Global Community）」
が如何に形成されてきたかという世界の一
元化という視点で歴史を論じようとした。ま
た，スタブリアーノスに続いて，地球共同体
としての歴史の構築を強く主張したマズリ
ッシュ（Bruce Mazlish）は，グローバル・
ヒストリーを地球全体を展望する視点から
描く歴史として定義し，「宇宙船地球号
（Spaceship Earth）」から宇宙から眺めたよ
うな歴史として描かれるべきものと主張し
た。ここでは，その取組を通じて，人間性に
基づくグローバルアイデンティティ(global 
identity)，つまり，すべての人類が共有でき
るアイデンティティの醸成がめざされる。こ
のような立場からグローバル・ヒストリー教
育を具体的に構築しようとしている研究者
の一人がクリスチャン（David Christian）
であり，彼は，ビッグヒストリー（Big 
History）プロジェクトを通じてその教育の
普及を目指している。 
日本においても，羽田正は「世界史は，（中
略）地球市民という帰属意識を私たちの身近
なものとし，ただひとつの地球の上で生きる
人々が共同で難問に立ち向かうための知識
の基盤を形成すべき」と論じ，地球共同体と
しての歴史を構築する立場，地球を宇宙から



俯瞰する立場から地球社会を一元化して歴
史を構成しようとする立場と明確にしてい
る。このような視点から国民国家を相対化し
ようとするグローバル・ヒストリーを本研究
では「スープラ・ナショナル」タイプと位置
づけた。 
また，このタイプの授業実践として，イギ
リスの高校教師 Rick Rojers氏の授業を実際
に記録し，単元計画および年間指導計画を入
手・分析することができた。その結果，この
タイプのグローバル・ヒストリー教育は，人
権問題や地域紛争などをGlobal Community 
の一員として歴史的に考察をさせることを
通じて，Cosmopolitan Citizenship 及び
Global Identity を培う傾向が強いことが明
らかになった。 

 
(2)「トランス・ナショナル」タイプ 
マニング（Patrik Manning）は，21世紀
に入って，世界史の分野の研究は大いに進展
すると同時に，いくつかのアプローチに分岐
したと説明する。一つは，地域研究的アプロ
ーチであり，世界各地の地域研究に限界が生
じ，隣接し接触する地域間の相互作用と関連
性に着目しようとするもの。二つ目は主題的
アプローチであり，特定の主題で世界全体の
相互作用と関連性を見ようとするもの。三つ
目は，広範な概念的領域へのアプローチとし
て，境界を越えた相互作用と関連性を研究す
るものである。これらに共通するのは，グロ
ーバル・ヒストリーが，国民国家や文明，人
種，性，階級の枠を越えた「相互作用」と「関
連性」に着目することを通して，一体化する
人 類 と し て の 人 間 共 同 体 （ Global 
Community）の過去の諸関係性を説く試み
であると言うことである。また，マニング同
様，相互作用に着目したグローバル・ヒスト
リーを構想する歴史家にホプキンス
（A.G.Hopkins）がいる。彼はグローバル・
ヒストリーにおいては，全体（普遍）と地方
の間の相互作用（interaction between the 
universal and the local）として構想するこ
とを強調した。日本においても，桃木至朗，
秋田茂らは，広域の地域史・世界史を考えよ
うとすると，必然的に比較と関連性を考えざ
るえなくなるとして，オブライエン（Patrick 
O'Brien）の主張をひきながら「比較」と「関
係性」という概念の重視を提唱し，国民国
家・国民経済に代わる広域の地域や世界シス
テム・国際秩序などの新たな分析の枠組みを
提示するグローバル・ヒストリーを主張して
いる。このような「相互作用」と「関連性」
等の概念を重視しながら，国民国家等の枠を
超える範囲を対象にするようなグローバ
ル・ヒストリー教育を具体的に構想しようと
している研究者の一人がダン（Ross Dunn）
であり，彼の主催するWorld History for Us 
All (WHFUA)では，多くのアクテビティが開
発されている。このような視点から国民国家
を相対化しようとするグローバル・ヒストリ

ーを本研究では「トランス・ナショナル」タ
イプと位置づけた。 
また，このタイプの授業実践として，

WHFUA のアクテビティ作成にも参加して
いるアメリカの高校教師 Sharon Cohen氏の
授業を実際に記録し，単元計画および年間指
導計画を入手し，分析することができた。こ
の分析については，二井が「World History 
for Us All におけるカリキュラム構成原理」
（全国社会科教育学会研究大会，2012 年 10
月 21 日，岐阜大学），「グローバル・ヒスト
リーとしてのWorld History for Us Allのカ
リキュラム構成」（社会系教科教育学会『社
会系教科教育学研究』№24，2012，pp.51-60）
および「グローバル・ヒストリーとしての
World History for Us Allのカリキュラム構
成」（社会系教科教育学会『社会系教科教育
学研究』№24，2012，pp.51-60）で公開した。 
この分析を通じて，このタイプのグローバ
ル・ヒストリー教育は，国や文化を越えた領
域を対象にしながら，それらの枠組みに囚わ
れない Global Community の一員として歴
史的に考察をさせることを通じて，Global 
Citizenship，Transnational Citizenship 及
び Global Identity を培う傾向が強いことが
明らかになった。 

 
(3)「マルチ・ナショナル」タイプ 
実際の社会や教室における「人種，民族，
社会階層，性別などの様々な文化集団への理
解と受容を促進し，各文化集団に対する差別
や偏見を無くし，それらの人々に等しい教育
の機会と文化的選択を提供」しようとする多
文化教育としての歴史教育もグローバリゼ
ーションに関連する歴史教育としてグロー
バル・ヒストリー教育の一つのタイプと措定
した。このような視点から国民国家を相対化
しようとするグローバル・ヒストリーを本研
究では「マルチ・ナショナル」タイプと位置
づけた。 
ここには，米・ニューヨーク州でかつて実
施されていた Global Studies，および現在実
施 さ れ て い る Global History and 
Geographyなどがその事例に相当する。この
分析については，二井が「アメリカ・ニュー
ヨーク州の高等学校社会科カリキュラムに
おける地理と歴史の総合― Global Studies 
から  Global History and Geography へ 
―」（社会系教科教育学会研究大会，ラウン
ドテーブル「歴史総合・地歴相関カリキュラ
ムに関する研究」，2014年 2月 9日，大阪教
育大学）で公開した。 
この分析を通じて，このタイプのグローバ
ル・ヒストリー教育は，多様な文化や民族，
地域を学習の対象にしながら，相互に尊重す
る視点を重視した歴史教育を通じて，
Multiple Citizenship ， 及 び Multiple 
Identityを培おうとする傾向が強いことが明
らかになった。また，このタイプは，三つの
タイプのうちで，地理と歴史を融合した学習



カリキュラムの構成に最も適していること
が明らかになった。 
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